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習
會
を
開
く
、
受
講
者
九
十
名
に
し
て
大
講
堂
に
溢

す
る
。

の
漢
學
大
會
を
開
催
せ
ら
る
。
會
員
有
志
敷
名
出
席

學
院
教
授
張
源
詳
氏
を
講
師
と
し
て
初
歩
支
那
語
講

▲
十
月
十
六
日

懐
稼
堂
を
會
場
と
し
て
、
斯
文
會
日
本
漢
學
會
主
催

典
に
奉
仕
す
る
。
會
誌
第
十
六
琥
を
刊
行
頒
布
す
る
。

月
十
八
日
吉
田
助
教
授
、
藤
塚
書
記
、
野
口
、
太
田
、

▲
支
那
語
講
習
會

同
年
七
月
一

H
よ
b
八
月
五

B
迄

毎
週
火
、
木
、
土
曜
午
後
七
時
よ

b
九
時
迄
、
闊
西

る
ヽ
の
盛
況
な

b
含
゜

▲
伊
藤
有
不
武
齋
遺
書
の
受
贈

同
年
七
月
八

B
故
伊

藤
介
夫
氏
の
遺
族
よ
b
有
不
盆
齊
文
庫
所
蔵
の
内
、

懐
徳
堂
関
係
書
籍
凡
五
十
九
種
を
寄
贈
せ
ら
る
。

（
本
琥
附
録
参
看
）

塞
を
掃
ひ
、
先
賢
の
塞
を
寓
異
に
牧
む
。

江
来
布
氏
の
案
内
に
て
同
寺
を
訪
ね
、
赤
水
先
生
の

山
本
、
酒
井
、
白
井
、
武
藤
の
聰
講
生
と
共
に
、
入

水
先
生
の
塔
を
登
見
し
た
る
報
あ

b‘

因
て
同
年
六

堂

友

會

記

事

▲
昭
和
十
三
年
十
月
八
日

午
後
二
時
よ

b
恒
祭
を
畢
行
せ
ら
れ
、
會
貝
一
同
祭

▲
十
二
月
十
五

H

萬
葉
集
講
義
終
b
て
後
、
午
後
七
時
三
十
分
よ

b
小

講
堂
に
て
期
末
茶
話
會
を
開
く
。
會
員
手
日
代
君
の
大

阪
の
話
、
神
武
天
皇
の
話
、
成
田
先
生
の
和
歌
俳
句

酒
井
全
太
郎
記

五
六



五
七

午
前
八
時
三
十
分
京
阪
天
禰
橋
出
骰
、
京
都
に
至

b‘

後
一
一
一
時
半
頃
解
散
す
る
。
會
員
由
良
君
の
別
荘
に
て
▲
六
月
四

H

事
改
選
は
重
任
の
こ
と
に
決
議
さ
れ
た
。

て
待
合
せ
て
ゐ
ら
れ
た
天
沼
先
生
よ

b
、
各
時
代
を

午
前
九
時
大
軌
上
六
出
骰
、
奈
良
公
園
一
の
鳥
居
に

佛
像
其
他
の
賓
物
を
参
観
し
た
。
休
憩
中
に
本
會
の

奈
良
の
石
燈
籠
見
學
の
盆
、
會
貝
約
五
十
名
参
加
、

由
来
に
就
て
御
講
話
あ

b
、
同
先
生
の
御
指
導
に
て

る
。
牡
丹
が
満
開
だ
っ
た
。
源
先
生
の
牡
丹
渡
来
の

誹
位
を
拝
す
。

の
瓦
の
話
、
藤
塚
、
平
田
雨
君
の
詩
吟
、
仲
田
君
の

朗
詠
あ

b
て
九
時
三
十
分
閉
會
す
る
。
名
物
の
廿
酒

を
接
待
す
る
。
出
席
會
員
は
男
二
十
七
名
、
女
九
名

で
あ
っ
た
。

▲
昭
和
十
四
年
一
月
一
日

年
賀
會
あ

b°

會
員
敷
名
参
堂
、
先
師
儲
諸
先
生
の

▲
三
月
二
十
一

H

代
表
す
る
石
燈
籠
の
総
明
を
承

b
つ
ヽ
見
學
し
、
午

琲
常
を
開
（
。

継
會
を
開
き
、
會
計
及
び
事
業
報
告
を
承
認
し
、
幹

宅
萬
年
の
逸
事
及
び
懐
穏
堂
の
學
風
に
就
て
話
さ
れ
、

集
時
代
の
旅
行
の
こ
と
を
話
さ
れ
、
吉
田
先
生
は

詩
吟
、
阪
倉
先
生
の
洒
落
の
話
C

吉
田
先
生
の
支
那

▲
三
月
三
十
日

を
開
く
、
三
十
餘
名
出
席
す
る
。
阪
倉
先
生
は
萬
葉

各
々
閑
談
し
て
九
時
一
二
十
分
解
散
す
る
。

▲
五
月
七

B

會
員
三
十
餘
名
参
加
し
、
大
和
の
長
谷
寺
へ
参
詣
す

午
後
七
時
三
十
分
よ

b
小
講
堂
に
於
て
期
末
茶
話
會



阪
倉
先
生
の
狂
言
の
話
、
吉
田
先
生
の
隠
語
の
話
、

午
後
七
時
半
開
會
、
期
末
茶
話
會
を
小
講
堂
に
開
く
、

▲
六
月
二
十
九
日

で
あ
る
。

仙
陵
、
茅
将
の
浦
曲
ま
で
見
え
る
見
睛
し
の
よ
い
所

加
會
員
四
十
餘
名
あ
b
て
盛
會
で
あ
っ
た
。

水
の
懐
穂
堂
先
賢
諸
先
生
の
墓
所
に
参
拝
す
る
。
大
其
他
敷
多
の
賓
物
を
参
翻
し
て
下
山
解
散
す
る
。
参

谷
、
入
江
雨
先
生
に
よ
っ
て
登
見
せ
ら
れ
た
井
上
赤

る
恵
心
僧
都
の
二
十
五
菩
薩
来
迎
の
闘
や
、
赤
不
動

一
宅
春
棲
、
中
村
良
齋
、
長
崎
克
之
、
及
び
最
近
木
聴
し
、
午
後
、
憲
賓
館
に
て

H
本
一
の
綺
高
の
稲
あ

骰
、
服
部
川
騨
下
車
、
紳
光
寺
に
至

b
て
三
宅
萬
年
、

山
の
美
術
に
就
て
源
先
生
の
該
博
な
る
御
講
話
を
拝

生
も
参
加
せ
ら
れ
て
午
前
九
時
大
軌
上
六
集
合
出
恵
光
院
に
て
一
泊
、
翌
朝
約
二
時
間
に
わ
た

b
高
野

吉
田
先
生
を
初
め
會
員
有
志
十
敷
名
、
入
江
来
布
先
午
後
四
時
二
十
分
難
波
騨
出
務
、
高
野
山
に
詣

b‘

▲
六
月
十
八

B

し
た
。
参
加
會
貝
四
十
餘
名
で
あ
っ
た
。

智
積
院
の
桃
山
時
代
の
豪
華
絢
爛
た
る
綺
葦
叫
を
参
観

源
先
生
の
御
指
導
を
受
け
て
、
三
十
三
間
堂
の
佛
像
、

大
江
先
生
の
櫻
井
騨
詩
朗
吟
あ

b
て
後
、
會
員
武
藤

君
の
挿
話
、
仲
田
君
の
朗
詠
、
岡
田
君
の
野
菜
の
話
、

藤
塚
君
の
詩
吟
あ

b
て
九
時
半
閉
會
す
る
。

▲
八
月
十
九
日

五
八




